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遺
跡
の
年
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入
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半
―

一
〇
世
紀
前
半

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
ノ
西
遺
跡
は
、
島
崎
川
低
地
の
微
高
地
に
立
地
す
る
。
北
側
に
は
島
崎

川

・
小
島
谷
川

。
梅
田
川
の
合

流
点
を
控
え
、
北
陸
道
が
付
近

を
通
過
す
る
な
ど
、
水

・
陸
上

交
通
の
要
衝
の
地
に
あ
る
古
代

遺
跡
で
あ
る
。
周
辺
に
は
同
時

期
の
遺
跡
が
高
密
度
に
分
布
し
、

北
西
人
Ｏ
Ｏ
ｍ
に
は
、
古
志
郡

行
に
関
連
す
る
と
い
わ
れ
る
国

指
定
史
跡
八
幡
林
官
衛
遺
跡
が
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所
在
す
る
。

下
ノ
西
遺
跡
で
は
、　
一
九
九
六
年
度
以
降
、
和
島
村
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て

数
次
の
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
奈
良
―
平
安
時
代
を
中
心
と
す
る
多
数
の

遺
構

・
遺
物
を
確
認
し
て
い
る
。
遺
構
で
は
、
桁
行
七
間
を
最
大
と
す
る
掘
立

柱
建
物
群
や
南
北
道
路
、　
一
〇
〇
〇
個
体
を
越
す
土
師
器
椀
廃
棄
土
坑
な
ど
が

注
目
さ
れ
る
。
遺
物
に
は
多
量
の
施
釉
陶
器

・
墨
書
土
器

・
木
簡
な
ど
が
あ
り
、

遺
構
の
様
相
と
と
も
に

一
般
集
落
と
は
異
な
っ
た
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
。
特

に
、
公
出
挙

。
国
司
借
貸
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
記
録
簡
や
、
「越
後
国
高
志
郡
」

と
国
名
か
ら
書
き
始
め
る
貢
進
物
付
札
の
出
土
は
、
本
遺
跡
が
古
志
郡
衡
関
連

遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る

（本
誌
第
一
一〇
号
）。

一
九
九
八
年
度
の
調
査
で
木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
、
前
述
し
た
記
録
簡

・

付
札
な
ど
と
同
じ
く
Ⅱ
区
の
濤
Ｓ
Ｄ
二
〇

一
で
あ
る
。
同
溝
は
、
桁
行
三
間
以

上
梁
間
三
間
の
掘
立
柱
建
物
Ｓ
Ｂ
二
三
に
伴
う
排
水

・
区
画
施
設
と
み
ら
れ
る

が
、
今
回
の
調
査
で
は
後
世
の
削
平
を
受
け
て
お
り
、
約
五
ｍ
分
の
延
長
が
確

認
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
出
土
遺
物
と
し
て
は
、
木
簡
四
点
の
他
に
、
封
絨
木

簡
の
未
成
品
な
ど
の
本
製
品
や
、
人
世
紀
前
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
若
千
の
土

器
な
ど
が
見
ら
れ
た
。
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い
は
、
頭
部
の
形
状
が
方
頭
を
な
し
、
下
半
を
欠
損
す
る
も
の
で
あ
る
。
人

名
と
み
ら
れ
る

「丸
部
」
と
書
か
れ
た
面
が
、
植
物
の
根
に
よ
り
多
少
荒
れ
て

い
る
以
外
、
材
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
る
σ
し
か
し
、
全
体
に
墨
痕
が
薄
く
、

赤
外
線
テ
レ
ビ
を
用
い
て
も
解
読
で
き
た
文
字
は
少
な
い
。

②
い
は
削
居
で
あ
る
。
②
の

「仕
」
の
次
は

「流
」
か

「疏
」
と
み
ら
れ
る
。

物
品
名

（仕
流
あ
る
い
は
仕
疏
か
）
十
数
量

（石
・
斗
を
単
位
と
す
る
）
を
書
く
が
、

比
較
的
小
さ
い
文
字
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
帳
簿
様
木
簡
の

一
部
と
み
ら
れ
る
。

①
は
保
存
状
態
が
劣
悪
な
小
断
片
で
、
四
文
字
分
が
確
認
で
き
る
が
判
読
は
で

き
な
い
。
④
は
、
文
字
の
残
画
が

一
部
確
認
で
き
た
だ
け
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
文
字
は
な
い
が
長
方
形
の
材
の

一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
る

封
絨
木
簡
状
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
頭
部
を
欠
損
し
、
両
面
調
整
で
や
や

厚
み
が
あ
る
こ
と
、
現
状
で
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
未
成
品

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
分
割
に
よ
っ
て
二
枚

一
組
の
セ
ッ
ト
が
作
り
出
さ
れ

る
前
段
階
の
工
程
資
料
で
あ
ろ
う
か
。

本
年
度
出
土
の
木
簡
か
ら
は
、
詳
細
な
内
容
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
が
、
削
居

・
未
成
品
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遺
跡
内
部
で
木
簡
の
製

作

。
再
加
工
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
よ
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ご
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示
を
得
た
。
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壱
本
杉
遺
跡
は
阿
賀
野
川
右
岸
の
沖
積
平
野
内
に
位
置
し
、　
一
帯
は
五
頭
山

塊
か
ら
福
島
潟
に
流
れ
込
む
中
小
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
氾
濫
原
が
広
が

る
。
遺
跡
は
中
小
河
川
の

一
つ

で
あ
る
折
居
川
右
岸
の
、
標
高

約
七

ｍ
の
微
高
地
上
に
立
地
し
、

現
況
は
下

一
分
集
落
の
北
東
に

接
す
る
畑
地
や
水
田
と
な
っ
て

い
る
。
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史
編
纂

絡
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布
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査
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現
地
踏
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よ
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